
６

市
町
村
の
基
準
年
度
か
ら
実
施
年
度
ま
で
の
間
に
法
第
百
六
条
の
四
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
業
を
実
施
す

る
施
設
又
は
同
項
第
三
号
に
規
定
す
る
拠
点
の
開
設
、廃
止
そ
の
他
の
事
由
が
生
じ
た
場
合
に
お
け
る
前
各
項（
第

二
項
を
除
く
。）の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、

そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

第
一
項

実
施
年
度
第
三
号
事
業

総
事
業
費
」
と
い
う
。）
実
施
年
度
第
三
号
事
業
総
事
業
費
」
と
い
う
。）に
法
第
百
六
条

の
四
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
拠
点
の
開
設
、
廃
止
そ
の
他

の
事
由
に
よ
る
影
響
額
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
方
法

に
よ
り
算
定
し
た
額
を
加
算
し
、
又
は
減
算
し
て
得
た
額

法
第
百
六
条
の
四
第
二

項
第
三
号
イ

同
号
イ

乗
じ
て
得
た
額

乗
じ
て
得
た
額
に
、
当
該
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ

り
算
定
し
た
額
（
当
該
事
由
に
よ
る
法
第
百
六
条
の
四
第
二
項

第
三
号
イ
に
掲
げ
る
事
業
へ
の
影
響
額
に
相
当
す
る
部
分
に
限

る
。）を
減
算
し
、
又
は
加
算
し
て
得
た
額

第
三
項
第
一
号

実
施
年
度
第
一
号
事
業

総
事
業
費
」
と
い
う
。）
実
施
年
度
第
一
号
事
業
総
事
業
費
」
と
い
う
。）に
同
条
第
二
項

第
一
号
に
掲
げ
る
事
業
を
実
施
す
る
施
設
の
開
設
、
廃
止
そ
の

他
の
事
由
に
よ
る
影
響
額
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
方

法
に
よ
り
算
定
し
た
額
を
加
算
し
、
又
は
減
算
し
て
得
た
額

同
条
第
二
項
第
一
号
イ

同
号
イ

乗
じ
て
得
た
額

乗
じ
て
得
た
額
に
、
当
該
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ

り
算
定
し
た
額
（
当
該
事
由
に
よ
る
同
条
第
二
項
第
一
号
イ
に

掲
げ
る
事
業
へ
の
影
響
額
に
相
当
す
る
部
分
に
限
る
。）を
減
算

し
、
又
は
加
算
し
て
得
た
額

第
三
項
第
二
号

実
施
年
度
第
三
号
事
業

総
事
業
費

実
施
年
度
第
三
号
事
業
総
事
業
費
に
法
第
百
六
条
の
四
第
二
項

第
三
号
に
規
定
す
る
拠
点
の
開
設
、
廃
止
そ
の
他
の
事
由
に
よ

る
影
響
額
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
算
定

し
た
額
を
加
算
し
、
又
は
減
算
し
て
得
た
額

法
第
百
六
条
の
四
第
二

項
第
三
号
ロ

同
号
ロ

乗
じ
て
得
た
額

乗
じ
て
得
た
額
に
、
当
該
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ

り
算
定
し
た
額
（
当
該
事
由
に
よ
る
同
号
ロ
に
掲
げ
る
事
業
へ

の
影
響
額
に
相
当
す
る
部
分
に
限
る
。）を
減
算
し
、
又
は
加
算

し
て
得
た
額

第
四
項
第
二
号

実
施
年
度
第
一
号
事
業

総
事
業
費

実
施
年
度
第
一
号
事
業
総
事
業
費
に
法
第
百
六
条
の
四
第
二
項

第
一
号
に
掲
げ
る
事
業
を
実
施
す
る
施
設
の
開
設
、
廃
止
そ
の

他
の
事
由
に
よ
る
影
響
額
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
方

法
に
よ
り
算
定
し
た
額
を
加
算
し
、
又
は
減
算
し
て
得
た
額

法
第
百
六
条
の
四
第
二

項
第
一
号
ニ

同
号
ニ

乗
じ
て
得
た
額

乗
じ
て
得
た
額
に
、
当
該
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ

り
算
定
し
た
額
（
当
該
事
由
に
よ
る
同
号
ニ
に
掲
げ
る
事
業
へ

の
影
響
額
に
相
当
す
る
部
分
に
限
る
。）を
減
算
し
、
又
は
加
算

し
て
得
た
額

第
五
項
第
一
号

実
施
年
度
第
一
号
事
業

総
事
業
費

実
施
年
度
第
一
号
事
業
総
事
業
費
に
法
第
百
六
条
の
四
第
二
項

第
一
号
に
掲
げ
る
事
業
を
実
施
す
る
施
設
の
開
設
、
廃
止
そ
の

他
の
事
由
に
よ
る
影
響
額
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
方

法
に
よ
り
算
定
し
た
額
を
加
算
し
、
又
は
減
算
し
て
得
た
額

乗
じ
て
得
た
額

乗
じ
て
得
た
額
に
、
当
該
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ

り
算
定
し
た
額
（
当
該
事
由
に
よ
る
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲

げ
る
事
業
へ
の
影
響
額
に
相
当
す
る
部
分
に
限
る
。）を
そ
れ
ぞ

れ
減
算
し
、
又
は
加
算
し
て
得
た
額

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報

３

法
第
百
六
条
の
八
第
三
号
に
規
定
す
る
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
と
し
て
行
う
法
第
百
六
条
の
四
第
二
項
第

一
号
イ
及
び
第
三
号
ロ
に
掲
げ
る
事
業
に
要
す
る
費
用
の
額
は
、
次
に
掲
げ
る
額
を
合
算
す
る
方
法
に
よ
り
算
定

す
る
も
の
と
す
る
。

一

市
町
村
の
実
施
年
度
に
お
け
る
法
第
百
六
条
の
四
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
業
に
要
す
る
費
用
の
総
額

（
次
項
第
二
号
及
び
第
五
項
第
一
号
に
お
い
て
「
実
施
年
度
第
一
号
事
業
総
事
業
費
」
と
い
う
。）に
、
当
該
市

町
村
の
基
準
年
度
に
お
け
る
同
条
第
二
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
事
業
に
要
し
た
費
用
の
額
を
当
該
市
町
村
の
基

準
年
度
に
お
け
る
同
号
に
掲
げ
る
事
業
に
要
し
た
費
用
の
総
額
（
次
項
第
二
号
及
び
第
五
項
第
一
号
に
お
い
て

「
基
準
年
度
第
一
号
事
業
総
事
業
費
」
と
い
う
。）で
除
し
て
得
た
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
基
礎
と
し
て
、
厚
生

労
働
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
算
定
し
た
額

二

市
町
村
の
実
施
年
度
第
三
号
事
業
総
事
業
費
に
、
当
該
市
町
村
の
基
準
年
度
に
お
け
る
法
第
百
六
条
の
四
第

二
項
第
三
号
ロ
に
掲
げ
る
事
業
に
要
し
た
費
用
の
額
を
当
該
市
町
村
の
基
準
年
度
第
三
号
事
業
総
事
業
費
で
除

し
て
得
た
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
基
礎
と
し
て
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
算
定
し
た
額

４

法
第
百
六
条
の
八
第
四
号
に
規
定
す
る
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
と
し
て
行
う
法
第
百
六
条
の
四
第
二
項
第

一
号
ニ
に
掲
げ
る
事
業
に
要
す
る
費
用
の
額
は
、
次
に
掲
げ
る
額
の
う
ち
い
ず
れ
か
低
い
額
と
す
る
。

一

市
町
村
の
実
施
年
度
に
お
け
る
法
第
百
六
条
の
四
第
二
項
第
一
号
ニ
に
掲
げ
る
事
業
に
要
す
る
費
用
に
つ
い

て
、
市
町
村
に
お
け
る
人
口
、
被
保
護
者
（
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
六
条
第

一
項
に
規
定
す
る
被
保
護
者
を
い
う
。）の
数
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ

り
算
定
し
た
額

二

市
町
村
の
実
施
年
度
第
一
号
事
業
総
事
業
費
に
、
当
該
市
町
村
の
基
準
年
度
に
お
け
る
法
第
百
六
条
の
四
第

二
項
第
一
号
ニ
に
掲
げ
る
事
業
に
要
し
た
費
用
の
額
を
当
該
市
町
村
の
基
準
年
度
第
一
号
事
業
総
事
業
費
で
除

し
て
得
た
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
基
礎
と
し
て
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
算
定
し
た
額

５

法
第
百
六
条
の
八
第
五
号
に
規
定
す
る
同
条
第
一
号
、
第
三
号
及
び
第
四
号
に
規
定
す
る
事
業
以
外
の
事
業
に

要
す
る
費
用
の
額
は
、
次
に
掲
げ
る
額
を
合
算
す
る
方
法
に
よ
り
算
定
す
る
も
の
と
す
る
。

一

市
町
村
の
実
施
年
度
第
一
号
事
業
総
事
業
費
に
、
当
該
市
町
村
の
基
準
年
度
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
事
業
に

要
し
た
費
用
の
額
を
当
該
市
町
村
の
基
準
年
度
第
一
号
事
業
総
事
業
費
で
除
し
て
得
た
率
を
そ
れ
ぞ
れ
乗
じ
て

得
た
額
の
合
算
額
を
基
礎
と
し
て
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
算
定
し
た
額

イ

法
第
百
六
条
の
四
第
二
項
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
事
業

ロ

法
第
百
六
条
の
四
第
二
項
第
一
号
ハ
に
掲
げ
る
事
業

ハ

法
第
百
六
条
の
四
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
業
（
同
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
事
業
を
除
く
。）

二

市
町
村
の
実
施
年
度
第
三
号
事
業
総
事
業
費
に
、
当
該
市
町
村
の
基
準
年
度
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
事
業
に

要
し
た
費
用
の
額
を
当
該
市
町
村
の
基
準
年
度
第
三
号
事
業
総
事
業
費
で
除
し
て
得
た
率
を
そ
れ
ぞ
れ
乗
じ
て

得
た
額
の
合
算
額
を
基
礎
と
し
て
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
算
定
し
た
額

イ

法
第
百
六
条
の
四
第
二
項
第
三
号
ハ
に
掲
げ
る
事
業

ロ

法
第
百
六
条
の
四
第
二
項
第
三
号
ニ
に
掲
げ
る
事
業

ハ

法
第
百
六
条
の
四
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
業
（
同
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
事
業
を
除
く
。）

三

次
に
掲
げ
る
額
の
う
ち
い
ず
れ
か
低
い
額

イ

市
町
村
の
実
施
年
度
に
お
け
る
法
第
百
六
条
の
四
第
二
項
第
二
号
及
び
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ

る
事
業
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
算
定
し
た
額

ロ

市
町
村
の
実
施
年
度
に
お
け
る
イ
に
規
定
す
る
事
業
に
現
に
要
す
る
費
用
の
額
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